
閉会中の委員会日程及び審査案件
議会運営委員会
7月27日（木）午前10時
８月28日（月）午後２時
▼議会改革に関する諸問題の調査　▼①次期定例会（臨時会を含む。）の会期
及び会議日割等、議会運営に関する調査、②議会の会議規則、委員会条例等
に関する調査、③議会運営に関する議長の諮問事項について

行財政改革推進調査特別委員会
８月1日（火）午前9時30分
▼行財政改革の推進に係る諸問題の調査

総務企画委員会
８月7日（月）午前10時
▼男女平等基本条例の理念を尊重し、小金井市の事業や後援を適切に行うこ
とを求める陳情書　▼小金井市消防団第一分団における出動手当不正請求事
件について、全容解明と責任の所在の明確化を求める陳情書　▼公益通報者
保護法の趣旨に添い、あらゆる通報者情報暴露リスクから通報者を守ること
を求める陳情書

厚生文教委員会
８月８日（火）午前10時
▼国に対し「保育士配置基準の最低基準の引き上げと保育予算の大幅な増額
を求める意見書」の提出を求める陳情書　▼障害者支援施設を小金井市内に
作ることを求める陳情書　▼福祉的視点から高齢者施策の充実を求める陳情
書　▼障害福祉計画及び介護保険・高齢者保健福祉総合事業計画について　
▼保育政策の課題について

庁舎等建設及び公共施設マネジメント推進調査特別委員会
８月21日（月）午前10時
▼技術的に懸念のある構造物を公共の建物に使わないことを求める陳情書　
▼議会において新庁舎設計案の見直しの決議を行うことを求める陳情書　▼
庁舎等建設及び公共施設マネジメントの推進に係る諸問題の調査

建設環境委員会
８月23日（水）午前10時
▼市民の手による緑化環境保全推進のため草木類管理の手引きを作成し、そ
の告知に努めることを求める陳情書　▼循環型社会の形成及び温室効果ガス
削減に関する調査　▼地域公共交通に関する調査

森
戸
よ
う
子

（
日
本
共
産
党
）

都
市
計
画
道
路
３
・
４
・
１
、

３
・
４
・
11
号
線
外
に
つ
い
て
、

施
政
方
針
で
東
京
都
に
中
止
を

申
し
入
れ
る
こ
と
を
表
明
さ
れ

て
い
る
。
都
は
こ
の
間
、
地
下

水
調
査
や
環
境
調
査
、
道
路
概

略
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
ア
地

下
水
調
査
は
１
年
の
み
だ
が
、

継
続
的
な
調
査
を
求
め
な
い
か
。

イ
概
略
検
討
は
肝
心
な
部
分
が

黒
塗
り
で
あ
る
。
開
示
を
都
に

求
め
な
い
か
。ウ
市
長
は
、調
整

が
整
い
次
第
要
望
書
を
都
に
提

出
す
る
意
向
だ
が
、
調
整
の
中

身
と
遅
れ
て
い
る
理
由
は
何
か
。

エ
６
月
定
例
会
終
了
後
、
早
急

に
中
止
を
申
し
入
れ
な
い
か
。

オ
市
民
の
長
年
の
努
力
に
よ
り
、

今
年
野
川
に
蛍
が
復
活
し
た
が
、

渡
辺
大
三

（
子
ど
も
の
権
利
）

図
書
館
本
館
整
備
を
前
倒
し

で
実
現
す
る
方
法
。
福
祉
会
館

が
完
成
す
る
と
空
き
家
と
な
る

保
健
セ
ン
タ
ー
（
床
面
積
２
千

373
㎡
）と
図
書
館
本
館（
床
面
積

千
956
㎡
）、合
わ
せ
て
４
千
㎡
を

庁
舎
機
能
の
一
部
と
し
て
活
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
蛇
の
目
ミ

シ
ン
工
場
跡
地
に
建
て
よ
う
と

し
て
い
る
庁
舎
等
複
合
施
設
の

内
、
庁
舎
機
能
に
割
り
当
て
る

分
を
４
千
㎡
削
減
す
る
。
そ
の

４
千
㎡
に
関
し
て
図
書
館
本
館

を
組
み
入
れ
、
今
の
面
積
の
倍

以
上
の
図
書
館
本
館
が
整
備
で

き
る
。
近
年
完
成
し
た
庁
舎
で

は
、
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
庁
舎

は
図
書
館
と
複
合
さ
れ
て
い
る
。

昨
年
オ
ー
プ
ン
し
た
香
川
県
善

生
物
多
様
性
を
維
持
す
る
国
分

寺
崖
線
の
自
然
環
境
を
守
る
こ

と
は
究
極
的
に
は
気
候
危
機
の

打
開
に
つ
な
が
る
。
市
長
は
、

覚
悟
を
持
っ
て
取
り
組
む
べ
き
。

部
長　

ア
調
査
結
果
の
確
認

等
を
し
た
上
で
見
解
を
整
理
し

て
い
き
た
い
。
イ
都
の
条
例
に

基
づ
い
て
お
り
、
開
示
は
求
め

な
い
。

市
長　

ウ
調
整
中
な
の
で
答

弁
は
控
え
る
。
エ
早
急
に
要
請

す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
オ

武
蔵
野
公
園
な
ど
は
小
金
井
の

か
け
が
え
の
な
い
財
産
で
あ
り
、

保
全
が
私
の
使
命
で
あ
る
。

■
そ
の
他
、
自
転
車
用
ヘ
ル
メ

ッ
ト
の
購
入
補
助
、
Ｄ
Ｖ
・
ス

ト
ー
カ
ー
被
害
者
の
第
三
者
が

求
め
る
個
人
情
報
の
開
示
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

通
寺
市
庁
舎
も
図
書
館
と
市
役

所
本
庁
舎
が
合
築
さ
れ
て
い
る
。

市
役
所
は
人
が
来
な
く
て
も
用

が
足
り
る
も
の
に
な
る
。
図
書

館
は
人
が
集
ま
っ
て
く
る
場
所

な
の
で
「
新
た
な
ま
ち
お
こ
し

の
拠
点
」、「
に
ぎ
わ
い
の
拠
点
」

と
も
な
る
。

市
長　

早
期
に
問
題
を
解
決

す
る
た
め
に
は
、
現
設
計
を
生

か
し
て
早
期
に
建
設
す
る
こ
と

で
あ
る
。
現
設
計
を
基
本
に
進

め
る
こ
と
に
理
解
と
協
力
を
。

■
そ
の
他
、
①
「
健
全
で
持
続

可
能
な
財
政
運
営
・
財
政
規
律

の
確
保
に
関
す
る
条
例
」
の
制

定
を
求
め
ま
し
た
。
②
東
小
金

井
駅
北
口
の
交
通
の
利
便
性
及

び
東
小
金
井
駅
ｎ
ｏ
ｎ
ｏ
ｗ
ａ

北
口
の
交
通
安
全
に
つ
い
て
政

策
提
言
し
ま
し
た
。

河
野
麻
美

（
自
民
党
・
信
頼
）

❶
３
・
４
・
11
号
線
は
防
災

上
必
要
な
道
路
で
あ
り
、
地
域

防
災
計
画
に
も
狭
隘
道
路
が
多

く
災
害
時
の
活
動
の
困
難
性
と
、

あ
ら
ゆ
る
施
策
を
通
じ
市
民
の

生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
保
護

し
、
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
る
。
当
該
路
線
は

国
に
申
請
し
市
道
を
都
道
に
格

上
げ
し
整
備
し
て
き
た
過
去
が

あ
り
、
府
中
市
の
都
市
計
画
道

路
と
の
繋
が
り
に
よ
り
、
交
通

利
便
性
が
向
上
し
東
小
金
井
駅

周
辺
の
賑
わ
い
の
創
出
に
寄
与

す
る
が
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

市
長　

都
に
中
止
・
見
直
し

を
求
め
て
い
く
。

❷
ア
図
書
館
建
設
の
今
後
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
ど
う
か
。
イ

手
狭
で
老
朽
化
し
た
図
書
館
の

収
蔵
は
限
界
で
あ
り
、
市
の
基

準
に
該
当
し
て
も
除
籍
対
象
と

し
な
い
書
籍
の
電
子
化
を
。
ウ

こ
が
ね
い
電
子
図
書
館
と
学
校

図
書
を
連
携
し
な
い
か
。
ま
た
、

読
書
履
歴
を
記
録
す
る
読
書
通

帳
を
導
入
し
な
い
か
。

部
長　

ア
劣
化
改
修
に
よ
り

長
寿
命
化
を
目
指
す
。
イ
著
作

権
等
課
題
が
多
い
。
ウ
電
子
児

童
書
の
充
実
に
努
め
、
読
書
通

帳
の
検
討
を
行
う
。

❸
集
会
施
設
・
公
民
館
は
老

朽
化
し
て
お
り
、
建
物
の
躯
体

は
も
と
よ
り
利
用
者
の
視
点
を

踏
ま
え
た
計
画
的
な
修
繕
・
更

新
等
、
予
算
措
置
を
行
う
よ
う

要
望
す
る
。

市
長　

優
先
順
位
を
持
ち
仕

組
み
の
構
築
等
検
討
し
た
い
。

な
い
た
め
、
左
の
テ
ン
プ
レ
を

使
用
し
て
く
だ
さ
い
（
字
形
パ

レ
ッ
ト
か
ら
の
変
換
も
可
）。

ア
イ
ウ
エ
オ
カ
キ
ク
ケ
コ

(
ア
)　

ア

(
イ
)　

イ

(
ウ
)　

ウ

(
エ
)　

エ

(
オ
)　

オ

(
カ
)　

カ

(
キ
)　

キ

(
ク
)　

ク

(
ケ
)　

ケ

(
コ
)　

コ

村
山
ひ
で
き

（
み
ら
い
）

主
要
な
居
住
形
態
で
あ
る
集

合
住
宅
に
住
民
の
要
望
を
取
り

入
れ
る
市
政
運
営
を
展
開
す
べ

き
。
ア
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
計
画

認
定
制
度
で
認
定
を
受
け
た
マ

ン
シ
ョ
ン
の
メ
リ
ッ
ト
（
市
場

高
評
価
へ
の
期
待
、
住
宅
金
融

支
援
機
構
の「
フ
ラ
ッ
ト
35
」や

マ
ン
シ
ョ
ン
共
用
部
分
リ
フ
ォ

ー
ム
融
資
の
金
利
の
引
下
げ
が

受
け
ら
れ
る
こ
と
、
大
規
模
修

繕
工
事
が
実
施
さ
れ
た
場
合
の

固
定
資
産
税
減
免
の
特
例
措

置
）
を
周
知
す
る
チ
ラ
シ
を
作

成
し
な
い
か
。
イ
大
規
模
マ
ン

シ
ョ
ン
と
地
域
の
マ
ッ
チ
ン
グ

を
す
べ
き
。
近
隣
の
町
会
等
を

仲
介
し
共
同
で
防
災
訓
練
、
市

の
総
合
防
災
訓
練
等
へ
の
参
加
、

片
山
か
お
る

（
子
ど
も
の
権
利
）

❶
ア
入
管
法
改
悪
法
案
が
国

会
で
強
行
採
決
さ
れ
た
。
多
く

の
市
民
が
こ
の
法
案
に
関
心
を

寄
せ
て
い
る
。
市
に
居
住
す
る

難
民
の
人
数
は
。
難
民
申
請
や

仮
放
免
者
の
把
握
は
。
ど
の
よ

う
な
相
談
か
。
イ
難
民
支
援
の

相
談
も
受
け
付
け
る
と
広
報
し

な
い
か
。
ウ
国
際
交
流
協
会
設

立
の
検
討
は
。

部
長　

ア
把
握
し
て
い
な
い
。

課
長　

ア
外
国
人
相
談
の
件

数
は
こ
こ
近
年
は
０
件
。
イ
専

門
性
の
あ
る
外
部
機
関
や
支
援

団
体
に
つ
な
げ
た
い
。

市
長　

イ
市
と
し
て
対
応
で

き
る
と
こ
ろ
を
考
え
た
い
。
ウ

何
ら
か
構
築
し
て
い
き
た
い
。

❷
学
校
が
発
達
障
が
い
と
判

断
し
て
、
特
別
支
援
学
校
や
通

級
、
医
師
の
診
断
、
投
薬
を
勧

め
る
こ
と
は
あ
る
の
か
。

部
長　

特
別
支
援
学
級
へ
の

入
級
を
保
護
者
が
望
む
場
合
は

医
師
の
診
断
を
得
る
よ
う
お
願

い
し
て
い
る
。
投
薬
は
医
師
の

診
断
に
よ
る
。

❸
ア
公
立
保
育
園
の
障
が
い

児
の
受
け
入
れ
状
況
は
。
イ
民

間
保
育
園
の
障
が
い
児
の
受
け

入
れ
状
況
と
加
配
さ
れ
た
保
育

の
実
態
は
。

課
長　

ア
23
人
に
対
し
延
べ

31
人
の
配
置
を
し
て
い
る
。

部
長　

イ
民
間
保
育
園
は
39 

施
設
で
76
人
の
受
け
入
れ
。
加

配
の
体
制
は
把
握
し
て
い
な
い
。

■
そ
の
他
、
教
育
メ
タ
バ
ー
ス

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

消
防
団
へ
の
勧
誘
等
を
行
わ
な

い
か
。
ウ
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組

合
を
自
治
会
や
町
会
と
同
じ
よ

う
に
位
置
付
け
る
「
み
な
し
自

治
会
」
制
度
を
創
設
し
な
い
か
。

エ
夏
季
の
臭
気
対
策
と
し
て
ゴ

ミ
回
収
時
間
の
見
直
し
が
で
き

な
い
か
。
オ
認
知
症
居
住
者
へ

の
対
応
に
悩
む
管
理
人
へ
の
支

援
と
し
て
市
の
認
知
症
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
を
配
布
し
な
い
か
。

部
長　

ア
ど
う
い
っ
た
周
知

方
法
が
い
い
か
検
討
し
た
い
。

イ
ウ
ど
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ

が
で
き
る
か
検
討
研
究
し
た
い
。

エ
浅
川
清
流
環
境
組
合
の
稼
働

後
１
台
増
の
15
台
で
効
率
的
か

つ
円
滑
な
収
集
業
務
に
努
め
て

い
る
。
オ
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
等
と
連
携
し
検
討
し
た
い
。

斎
藤
康
夫

（
市
民
会
議
）

令
和
２
年
に
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
が
日
本
に
上
陸
し
た
が
、

日
本
人
の
死
亡
者
数
は
前
年
よ

り
約
１
万
人
減
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
令
和
３
年
の
日

本
人
の
死
亡
者
数
は
令
和
２
年

と
比
べ
約
6
・
8
万
人
増
加
し
、

令
和
４
年
は
令
和
３
年
と
比
べ

約
13
万
人
増
加
し
て
い
る
。
コ

ロ
ナ
関
連
死
は
約
３
万
人
で
あ

る
。小

金
井
市
民
の
死
亡
者
数
は

令
和
３
年
と
比
較
し
て
令
和
４

年
は
、
97
人
増
加
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
日
本
人
全
体
の
異
常

な
死
亡
率
よ
り
高
い
数
字
で
あ

る
。
こ
れ
は
非
常
事
態
で
あ
り
、

原
因
を
究
明
す
べ
き
で
あ
る
。

部
長　

正
確
な
要
因
は
分
か

っ
て
い
な
い
が
、
今
後
詳
細
な

死
亡
分
析
を
通
じ
て
確
度
の
高

い
検
証
結
果
が
出
る
こ
と
を
見

守
り
た
い
。
現
時
点
で
市
内
の

死
亡
要
因
は
把
握
し
て
い
な
い
。

今
後
東
京
都
の
人
口
動
態
統
計

を
注
視
す
る
。

■
そ
の
他
、「
新
庁
舎
建
設
は
速

や
か
に
民
主
的
に
進
め
る
べ
き
、

建
設
が
遅
れ
る
と
、
小
金
井
市

の
行
政
と
し
て
の
信
頼
が
損
な

わ
れ
る
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

日
本
人
死
亡
者
数
激
増
の

原
因
究
明
を
す
べ
き

厚生労働省人口動態統計より

都
市
計
画
道
路
３
・
４
・
11 

号
線
外
等
の
状
況
に
つ
い
て

優
先
整
備
路
線
／
読
書
活
動
の

推
進
／
集
会
施
設
等
修
繕

「
図
書
館
本
館
」の
整
備

こ
う
す
れ
ば
早
く
で
き
る

外
国
籍
住
民
や
難
民
支
援
の

充
実
を

集
合
住
宅
の
居
住
者
が
も
っ
と

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
へ

市 議 会 だ よ り ― 6 ―令和 5年（2023年）8月18日発行 （284号）


